
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
画素毎に映像信号書き込み用のスイッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネ
ルと、
　前記液晶パネルの駆動回路と、
　１フレーム期間において非発光期間 発光期 有し、前記液晶パネルの背面から光
を照射するバックライト部と、
　映像信号を所定期間保持するフレームメモリと、
　ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）、前記フレームメモリにより１フレーム期間保持
されたｎ－１フレーム目の映像信号、及び 前記ｎフレーム目の映像信号の前記液晶パネ
ルへの書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目の液晶応答時刻が前記バックライト
部の発光タイミングよりも遅くなる応答未達画素を抽出し、前記応答未達画素の１フレー
ム期間における表示輝度の合計が前記応答未達画素以外で同一階調レベルの画素の１フレ
ーム期間における表示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる
映像信号の階調レベルを補正する階調レベル補正部と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記表示輝度の合計は、透過率の時間積分値であることを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置。
【請求項３】
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及び 間を
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画素毎に映像信号書き込み用のスイッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネ
ルと、
　前記液晶パネルの駆動回路と、
　１フレーム期間において非発光期間と発光期間とを有し、水平ストライプ状に複数の領
域に分割され、前記液晶パネルの背面から光を照射するバックライト部と、
　映像信号を所定期間保持するフレームメモリと、
　前記領域毎に、ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数） 前記フレームメモリにより１フ
レーム期間保持された 映像信号、 前記ｎフレーム目の映像信号
の書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目の液晶応答時刻が各前記領域の発光タイ
ミングより遅くなる応答未達画素を抽出し、前記応答未達画素の前記発光期間における表
示輝度の合計が、前記応答未達画素以外で同一階調レベルの画素の前記発光期間における
表示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レ
ベルを補正する階調レベル補正部と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
前記表示輝度の合計は、透過率の時間積分値であることを特徴とする請求項３に記載の液
晶表示装置。
【請求項５】
画素毎に映像信号書き込み用のスイッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネ
ルと、

前記液晶パネルの駆動回路と、
１フレーム期間におい 発光期間 発光期 有し、前記液晶パネルの背面から光

を照射するバックライト部と
を備え 、
　ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）、ｎ－１フレーム目の映像信号、及び 前記ｎフ
レーム目の映像信号の前記液晶パネルへの書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目
に液晶応答時刻が前記バックライト部の発光タイミングよりも遅くなる応答未達画素を抽
出し、
　前記応答未達画素の１フレーム期間における表示輝度の合計が、前記応答未達画素以外
で同一階調レベルの画素の１フレーム期間における表示輝度の合計と等しくなるように、
前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レベルを補正することを特徴とする液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項６】
前記表示輝度の合計は、透過率の時間積分値であることを特徴とする請求項５に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】

　 ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）、ｎ－１フレーム目の映像信号、
及び 前記ｎフレーム目の映像信号の書き込みライン位置に基づいて、各前記領域におい
てｎフレーム目の液晶応答時刻が発光タイミングより遅くなる応答未達画素を抽出し、
　 前記応答未達画素の前記発光期間における表示輝度の合計が、前記応答
未達画素以外で同一の前記領域に含まれる同一階調レベルの画素の前記発光期間における
表示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レ
ベルを補正することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
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ｎ－１フレーム目の 及び、

　
　 て非 及び 間を

、
る液晶表示装置の駆動方法であって

、

画素毎に映像信号書き込み用のスイッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネ
ルと、
　前記液晶パネルの駆動回路と、
　水平ストライプ状に複数の領域に分割され、１フレーム期間において前記領域毎に非発
光期間及び発光期間を有し、前記液晶パネルの背面から光を照射するバックライト部とを
備える液晶表示装置の駆動方法であって、

前記領域毎に、
、

前記領域毎に、



前記表示輝度の合計は、透過率の時間積分値であることを特徴とする請求項７に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、液晶表示装置に係り、特に高画質な動画を表示することができる液晶表示装置
とその駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、液晶表示装置の高性能化が進み、従来、陰極線管（以下、ＣＲＴ）が主流であった
テレビ分野に普及しはじめてきている。
【０００３】
しかし、液晶表示装置は画像表示方法の時間軸特性がＣＲＴとは異なるため、動画像を表
示した場合に、以下に述べるような画像がぼける等の画質劣化を生じるという難点があっ
た。
【０００４】
画素毎に選択スイッチとしてトランジスタを用いた液晶表示装置は、表示した画像が１フ
レーム期間保持される表示方法（以下、ホールド型表示）であるのに対し、ＣＲＴでは、
表示された画素は、その画素の選択期間の後、すぐに暗くなるような表示方法（以下、イ
ンパルス型表示）が用いられている。観察者が動画像の動体を追従して観察する場合（観
察者の眼球運動が随従運動の場合）、画像が６０Ｈｚで書き換えられるようなとびとびの
画像であっても、眼球はなめらかに動体を追従していく。インパルス型表示の場合、６０
Ｈｚで書き換えられる動画のフレーム間は黒が表示されている。そのため、観察者の眼球
がなめらかに動体を追従している場合でも、画像が表示されている瞬間以外は、観察者に
は画像が表示されておらず、動画の１フレームがそれぞれ独立した画像として観察者に提
示されることから、観察者にやはっきりとした動画として認識される。
【０００５】
一方、ホールド型表示の場合、表示された動画の１フレームは、１フレーム期間中保持さ
れた静止画として観察者に提示される。そのため、前フレームから次フレームにかけて観
察者の眼球がなめらかに動体を追従しているにもかかわらず、表示されている画像は１フ
レーム期間静止していることなり、観察者の網膜上に動体の速度に応じた、ずれた画像が
提示されることとなる。そして観察者は、それらのずれた画像が重ね合わされた二重画像
を知覚するため、動画がぼけているような印象を受けることになる。このような二重画像
は、動画の動きが高速になるほど、観察者の網膜上に提示される画像のずれが大きくなる
ため、観察者はよりぼけた印象を受けることになる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
こうした問題を解決するために、１フレーム期間中に画像表示を行った後に黒を表示する
方法、バックライトを点滅させる方法等が提案されている。このうち、黒を表示する方法
は特開平１１－１０９９２１号公報等に開示されているが、黒表示によりコントラストが
半減してしまい、また、黒表示期間中もバックライトが点灯しているため、消費電力が無
駄になるという問題点がある。また、バックライトを点滅させる方法では、バックライト
の発光タイミングは液晶の応答が完了してからが望ましく、そのため、応答速度が比較的
遅い液晶材料を使用した場合は、走査時間を短くする、発光期間を短くする等の改良が必
要となる。しかし、前者は回路にかかる負担が大きくなり、後者は十分な輝度が得られな
くなるという問題点がある。
【０００７】
上記バックライトを点滅させる方法は、液晶表示装置に黒を表示する方法に比較して、コ
ントラスト、消費電力の点で有利である。しかし、応答速度が速い液晶材料を使用しない
と、回路構成の大規模な変更や、十分な輝度が得られないという問題を生じることになる
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。
【０００８】
本発明の目的は、バックライト点滅方式によりインパルス型表示を行う液晶表示装置にお
いて、応答速度が比較的遅い液晶材料を用いても、回路負担を増大させることなく、かつ
十分な輝度が得られるようにした液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法を提供するこ
とにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１の発明は、画素毎に映像信号書き込み用のスイッチ素
子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネルと、前記液晶パネルの駆動回路と、１フ
レーム期間において非発光期間と発光期間とを有し、前記液晶パネルの背面から光を照射
するバックライト部と、映像信号を所定期間保持するフレームメモリと、ｎフレーム目の
映像信号（ｎは整数）、前記フレームメモリにより１フレーム期間保持されたｎ－１フレ
ーム目の映像信号、及び前記ｎフレーム目の映像信号の前記液晶パネルへの書き込みライ
ン位置に基づいて、ｎフレーム目の液晶応答時刻が前記バックライト部の発光タイミング
よりも遅くなる応答未達画素を抽出し、前記応答未達画素の１フレーム期間における表示
輝度の合計が前記応答未達画素以外で同一階調レベルの画素の１フレーム期間における表
示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レベ
ルを補正する階調レベル補正部とを備えたことを特徴とする液晶表示装置である。
【００１０】
請求項２の発明は、請求項１において、前記表示輝度の合計が、透過率の時間積分値であ
ることを特徴とする。
【００１１】
また、上記目的を達成するため、請求項３の発明は、画素毎に映像信号書き込み用のスイ
ッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネルと、前記液晶パネルの駆動回路と
、１フレーム期間において非発光期間と発光期間とを有し、水平ストライプ状に複数の領
域に分割され、前記液晶パネルの背面から光を照射するバックライト部と、映像信号を所
定期間保持するフレームメモリと、前記領域毎に、ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）
と、ｎ－１フレーム目の前記フレームメモリにより１フレーム期間保持された映像信号と
、前記ｎフレーム目の映像信号の書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目の液晶応
答時刻が各前記領域の発光タイミングより遅くなる応答未達画素を抽出し、前記応答未達
画素の前記発光期間における表示輝度の合計が、前記応答未達画素以外で同一階調レベル
の画素の前記発光期間における表示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に
書き込まれる映像信号の階調レベルを補正する階調レベル補正部とを備えたことを特徴と
する液晶表示装置である。
【００１２】
請求項４の発明は、請求項３において、前記表示輝度の合計が透過率の時間積分値である
ことを特徴とする。
【００１３】
また、上記目的を達成するため、請求項５の発明は、画素毎に映像信号書き込み用のスイ
ッチ素子を備えたアクティブマトリクス型の液晶パネルと、前記液晶パネルの駆動回路と
、１フレーム期間において、非発光期間と発光期間とを有し、前記液晶パネルの背面から
光を照射するバックライト部とを備え、ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）、１フレー
ム期間の遅延をもって入力されるｎ－１フレーム目の映像信号、及び前記ｎフレーム目の
映像信号の前記液晶パネルへの書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目に液晶応答
時刻が前記バックライト部の発光タイミングよりも遅くなる応答未達画素を抽出し、前記
応答未達画素の１フレーム期間における表示輝度の合計が、前記応答未達画素以外で同一
階調レベルの画素の１フレーム期間における表示輝度の合計と等しくなるように、前記応
答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レベルを補正することを特徴とする液晶表示装
置の駆動方法である。
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【００１４】
請求項６の発明は、請求項５において、前記表示輝度の合計が、透過率の時間積分値であ
ることを特徴とする。
【００１５】
さらに、上記目的を達成するため、請求項７の発明は、前記バックライト部は、水平スト
ライプ状に複数の領域に分割され、前記領域毎に非発光期間と発光期間とを有しており、
前記領域毎に、ｎフレーム目の映像信号（ｎは整数）、１フレーム期間の遅延をもって入
力されるｎ－１フレーム目の映像信号、及び前記ｎフレーム目の映像信号の書き込みライ
ン位置に基づいて、各前記領域においてｎフレーム目の液晶応答時刻が発光タイミングよ
り遅くなる応答未達画素を抽出し、前記応答未達画素の前記発光期間における表示輝度の
合計が、前記応答未達画素以外で同一の前記領域に含まれる同一階調レベルの画素の前記
発光期間における表示輝度の合計と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる
映像信号の階調レベルを補正することを特徴とする液晶表示装置の駆動方法である。
【００１６】
請求項８の発明は、請求項７において、前記表示輝度の合計が、透過率の時間積分値であ
ることを特徴とする。
【００１７】
好ましい形態として、前記バックライト部は、発光、非発光が制御可能な光源ランプと、
前記光源ランプから照射された光を前記液晶パネルを背面に導く導光体とから構成される
。
【００１８】
好ましい形態として、前記バックライト部は、光源ランプと、前記光源ランプから照射さ
れた光を前記液晶パネルを背面に導く導光体と、前記液晶パネルと前記導光体との間に配
置され、前記光源ランプで発生した光の前記液晶パネル側への透過、非透過を制御可能な
シャッタ素子とから構成される。
【００１９】
好ましい形態として、前記バックライト部は、水平ストライプ状に複数分割され、その分
割された領域毎に非発光、発光が制御可能な光源ランプと、前記光源ランプの分割された
領域毎に設けられ、前記分割された領域から照射された光を前記液晶パネルを背面に導く
導光体とから構成される。
【００２０】
好ましい形態として、前記バックライト部は、水平ストライプ状に複数分割され、その分
割された領域毎に非発光、発光が制御可能な光源ランプと、前記光源ランプの分割された
領域毎に設けられ、前記分割された領域から照射された光を前記液晶パネルの背面に導く
導光体と、前記液晶パネルと前記導光体との間に配置され、前記光源ランプで発生した光
の前記液晶パネル側への透過、非透過を前記分割された領域毎に制御可能なシャッタ素子
とから構成される。
【００２１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をアクティブマトリクス型の液晶表示装置に適用した場合の実施形態につい
て説明する。
【００２２】
［実施形態１］
図２は、実施形態１に係わる液晶表示装置の回路構成図である。液晶表示装置１００は、
液晶パネル１１０と、これを駆動するための走査線駆動回路１２０及び信号線駆動回路１
３０と、液晶パネル１１０の背面から光を照射するバックライト部１４０と、フレームメ
モリ１５０及び階調レベル補正部１６０とを備えている。
【００２３】
液晶パネル１１０は、アクティブマトリクス型のものであり、図２の部分拡大図である図
３に示すように、アレイ基板１８上に複数本の信号線１１及びこれと交差する複数本の走
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査線１２が図示しない絶縁膜を介してマトリクス状に配置されており、両線の各交差部に
は画素１０が形成されている。信号線１１及び走査線１２の端部は、図２の信号線駆動回
路１３０及び走査線駆動回路１２０にそれぞれ接続されている。
【００２４】
画素１０において、画素スイッチ素子１４は映像信号書き込み用のスイッチ素子であり、
そのゲートは１水平ライン毎に共通に走査線１２に接続され、ソースは１垂直ライン毎に
信号線１１に共通に接続されている。さらに、ドレインは画素電極１３に接続されるとと
もに、この画素電極１３と電気的に並列に配置された補助容量１７に接続されている。
【００２５】
画素電極１３はアレイ基板１８上に形成され、この画素電極１３と電気的に相対する対向
電極１５は、図示しない対向基板上に形成されている。対向電極１５には、図示しない対
向電圧発生回路から所定の対向電圧が与えられている。また画素電極１３と対向電極１５
との間には液晶層１６が保持され、アレイ基板１８と前記対向基板の周囲は図示しないシ
ール材により封止されている。
【００２６】
走査線駆動回路１２０は、図示しないシフトレジスタ、レベルシフタ及びバッファ回路等
から構成されている。この走査線駆動回路１２０は、後述する階調レベル補正部１６０か
ら走査線駆動信号として供給される垂直スタート信号や垂直クロック信号に基づいて、各
走査線１２に行選択信号を出力する。
【００２７】
信号線駆動回路１３０は、図示しないアナログスイッチ、シフトレジスタ、サンプルホー
ルド回路、ビデオバス等から構成されている。この信号線駆動回路１３０には、階調レベ
ル補正部１６０から信号線駆動信号として水平スタート信号及び水平クロック信号が供給
されるとともに、後述する強調映像信号を含む映像信号が供給されている。
【００２８】
バックライト部１４０は、光源ランプ１４１と導光体１５０により構成されている。光源
ランプ１４１は、液晶パネル１１０の背面に照射する光を発生するものであり、高速に点
滅可能な、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いることができる。光源ランプ１４１の
発光タイミングは、階調レベル補正部１６０から与えられる光源点灯制御信号により制御
されている。導光体１４２は、光源ランプ１４１から照射された光を液晶パネル１１０の
背面側に導くためのものであり、例えばアクリル、ポリカーボネート等を用いることがで
きる。
【００２９】
本実施形態におけるバックライト部１４０は分割されておらず、全面一括点灯の光源とし
て構成されている。なお、バックライト点滅方式では、バックライト部１４０は常時発光
しておらず、１フレーム期間において、非発光期間と発光期間とを有している。
【００３０】
ここで、液晶パネル１１０とバックライト部１４０の動作について説明する。図４は、液
晶パネル１１０への映像信号の書き込みとバックライト部１４０の発光タイミングの基本
的な関係を示すタイムチャートである。
【００３１】
階調レベル補正部１６０から信号線駆動回路１３０に対しては、例えば１／６０ｓｅｃ．
を１フレーム期間とすると、その４倍のフレームレートである１／２４０ｓｅｃ．で映像
信号が入力される。そして、信号線駆動回路１３０から液晶パネル１１０に対しては、１
／２４０ｓｅｃ．の垂直走査期間（書き込み期間）で映像信号が書き込まれる。そして、
液晶パネル１１０の最下ライン（解像度がＶＧＡであれば、４８０本目）への映像信号の
書き込み終了後、液晶応答期間を経て、バックライト部１４０が発光する。この発光期間
において、先に書き込まれた映像信号が液晶パネル１１０上に表示される。
【００３２】
例えば、液晶パネル１１０に１／２４０ｓｅｃ．で映像信号を書き込み後、さらに１／２
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４０ｓｅｃ．の液晶応答期間後にバックライト部１４０を発光させた場合、バックライト
部１４０の発光期間は１／６０ｓｅｃ．の１フレーム期間に対し５０％の期間となる。以
後、これを表示デューティ５０％という。
【００３３】
フレームメモリ１５０は、１フレーム分の映像信号を保持するメモリ回路であり、図示し
ないコントローラＩＣから送られてきた映像信号を１フレーム期間保持した後に階調レベ
ル補正部１６０に出力する。このため、階調レベル補正部１６０には、ｎフレーム目（ｎ
は整数）の映像信号とｎ－１フレーム目の映像信号が同時に入力される。
【００３４】
階調レベル補正部１６０は、ｎフレーム目の映像信号、フレームメモリ１５０により１フ
レーム期間保持されたｎ－１フレーム目の映像信号、及びｎフレーム目の映像信号の液晶
パネル１１０への書き込みライン位置に基づいて、ｎフレーム目の液晶応答時刻がバック
ライト部１４０の発光タイミングよりも遅くなる画素を応答未達画素として抽出し、この
応答未達画素の１フレーム期間における表示輝度の合計が本来の表示輝度の合計と等しく
なるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レベルを補正する。なお、
階調レベル補正部１６０は、図示しないコントローラＩＣから送られてくる信号線駆動信
号に含まれる水平スタート信号をカウントすることで、現在の書き込みライン位置を知る
ことができる。また、階調レベルの補正された映像信号（以下、強調映像信号という）は
、階調レベルの補正を行わない他の映像信号とともに信号線駆動回路１３０に出力される
。
【００３５】
図示しないコントローラＩＣから階調レベル補正部１６０に送られてくる信号線駆動信号
、走査線駆動信号及び光源点灯制御信号は、強調映像信号を含む映像信号と同期したタイ
ミングで各部に出力される。なお、階調レベル補正部１６０は図示しないコントローラＩ
Ｃに含まれていてもよい。
【００３６】
上記のように構成された液晶表示装置１００の動作を簡単に説明する。まず、走査線駆動
回路１２０から走査線１２に行選択信号を出力して、各走査線１２を１水平走査期間毎に
順にオンレベルとし、これと同期して信号線駆動回路１３０から信号線１１へ映像信号を
出力する。すると、オンレベルの走査線１２に接続する画素スイッチ素子１４により信号
線１１と画素電極１３との間が導通して、信号線１１に出力された映像信号は画素スイッ
チ素子１４を通じて画素電極１３に書き込まれる。この映像信号による信号電圧は液晶層
１６と補助容量１７に電荷として蓄積される。その後、次のフレーム期間までの間は信号
線１１と画素電極１３との間が非導通となるので、蓄積された電荷に応じた階調電圧がフ
レーム期間の間（例えば１／６０ｓｅｃ．）、液晶層１６に掛かることになる。
【００３７】
次に、階調レベル補正部１６０において、映像信号の階調レベルを補正する場合の動作に
ついて説明する。ここでは、液晶パネル１１０の１フレーム期間を１／６０ｓｅｃ．とし
、ｎ－１フレーム目からｎフレーム目にかけて同一画素の階調レベルが２０階調から２０
０階調に変化する場合について説明する。
【００３８】
図５は、２０階調から２００階調に変化する画素への映像信号の書き込みとバックライト
部１４０の発光タイミングの関係を示すタイムチャートである。
【００３９】
液晶パネルに１／２４０ｓｅｃ．で映像信号書き込み、表示デューティが５０％の場合、
液晶パネル１１０の最下ラインを書き込み後、バックライト部１４０が発光するまでの期
間は、１／２４０ｓｅｃ．（約４．２ｍｓ）となる。一方、２０階調から２００階調に変
化する画素の液晶応答に６ｍｓかかるとすると、２０階調から２００階調に変化する画素
のｎ－１フレーム目とｎフレーム目の表示輝度は、その画素の画面上での位置により異な
ったものとなる。すなわち、図５に示すように、画面上部約２／３の領域では液晶応答が

10

20

30

40

50

(7) JP 3732775 B2 2006.1.11



完了した後にバックライト部１４０が発光するが、画面下部約１／３の領域（図中Ａの範
囲で示す領域）では、液晶応答が完了する前にバックライト部１４０が発光する。そのた
め、図６に示すように、２０階調の背景に対して２００階調の箱形画像が矢印方向に横ス
クロールしているような表示画像の場合、箱形画像の左側下部約１／３の領域Ｂでは、１
フレームのスクロール分に相当する範囲Ｃにおいて、その他の２００階調の領域に比べて
表示輝度が低くなり、観察者には箱形画像の左側下部に二重像（ゴースト）として知覚さ
れることになる。
【００４０】
これを解決するには、応答速度が速い液晶材料を使用すればよいが、このような液晶材料
は開発段階にあり、また高価であることから、製品レベルでは未だ使用できない状況にあ
る。したがって、これまでのバックライト点滅方式においては、応答速度が比較的遅い液
晶材料を使用しなければならず、走査時間を短くしたり、発光期間を短くする等の対策を
とらないと、先の例に挙げたように階調が大きく変化する画素では、液晶応答が遅いこと
により部分的に二重像が発生するという問題が生じることになる。しかしながら、走査時
間を短くするために走査線駆動回路の駆動周波数を上げると回路負担が増大し、また発光
期間を短くすると表示輝度が低下することになる。
【００４１】
次に、階調レベル補正部１６０により映像信号の階調レベルを補正した場合の実施形態に
ついて説明する。
【００４２】
階調レベル補正部１６０では、ｎフレーム目の映像信号の画像と、フレームメモリ１５０
により１フレーム期間保持されたｎ－１フレーム目の映像信号の画像を１画素毎に比較し
て、階調レベルの差を求めるとともに、その画素の液晶パネル１１０への書き込みライン
位置から、前記画素に書き込まれる映像信号について階調レベルの補正が必要かどうかを
判別する。この作業により、ｎフレーム目の映像信号において、液晶応答時刻がバックラ
イト部１４０の発光タイミングより遅くなる画素が抽出される（以下、応答未達画素とい
う）。そして、この応答未達画素の１フレーム期間における表示輝度の合計が本来の表示
輝度の合計と等しくなるように階調レベルを補正する。以下、階調レベルの補正について
、図１を参照しながらさらに詳細に説明する。
【００４３】
図１（ａ）～（ｃ）は、図６に示すような画像を表示した際の液晶応答とバックライト部
１４０の発光タイミングの関係を示すタイムチャートである。ただし、図１（ａ）は、図
６に示す箱形画像の最上ラインでの液晶応答を示し、図１（ｂ）及び（ｃ）は、図６に示
す箱形画像の最下ラインでの液晶応答を示している。
【００４４】
図１（ａ）に示すように、画面上部約２／３の領域では、すべての液晶応答が完了した後
にバックライト部１４０が発光するため、本来の２００階調の画像が表示される。一方、
図１（ｂ）に示すように、画面下部約１／３の領域において、２０階調から２００階調に
変化する画素では、液晶応答が完了する前にバックライト部１４０が発光するため、本来
の２００階調に比べて表示される画像の表示輝度は低くなる。
【００４５】
階調レベル補正部１６０では、図１（ｂ）のような補正が必要な応答未達画素について、
その発光期間における透過率の時間積分値が、他の２００階調の画素の発光期間における
透過率の時間積分値と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階
調レベルを補正する。すなわち、図１（ｃ）に太線で示すように、画面下部約１／３の液
晶応答と発光期間で囲まれる範囲の面積（透過率の時間積分値）が、図１（ａ）に太線で
示す、画面上部約２／３の液晶応答と発光期間で囲まれる範囲の面積（透過率の時間積分
値）と等しくなるように、前記応答未達画素に書き込まれる映像信号の階調レベルを例え
ば２００から２２０に補正する。このような補正を書き込みライン位置に対応して行うこ
とにより、画面下部約１／３の領域にある前記応答未達画素では、バックライト部１４０
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の発光期間における表示輝度の合計を、画面上部約２／３の領域にある同一階調レベルの
画素における表示輝度の合計と等しくすることができる。このように、応答未達画素の１
フレーム期間における表示輝度の合計が本来の表示輝度の合計と等しくなるように階調レ
ベルを補正することにより、応答速度が比較的遅い液晶材料を使用した場合でも、走査時
間を短くたり、発光期間を短くすることなしに、液晶応答が遅いことによる二重像の発生
を防止することができる。
【００４６】
上記実施形態では、２０階調から２００階調に変化する画素の階調レベルを補正する例に
ついて説明したが、２００階調から２０階調に変化する画素において、液晶応答が遅れる
ことにより二重像が発生することもある。この場合は、図１（ｃ）とは逆に映像信号の階
調レベルを低くするような補正を行う。ただし、液晶の応答速度やその階調毎の分布は、
液晶材料やセル構造等によって異なるため、どの領域の画素に、どの程度の補正を行うか
は個々に設定する必要がある。
【００４７】
階調レベル補正部１６０は、内部に図示しないＲＯＭを備えており、ｎフレーム目の映像
信号、ｎ－１フレーム目の映像信号及び書き込みライン位置に対して、適正な補正量が参
照されるような３次元の配列データを保存している。この配列データは、ｎフレーム目の
映像信号の階調及びｎ－１フレーム目の映像信号の階調が１階調毎に、また書き込みライ
ン位置が１ライン毎に保存されていることが望ましいが、そのためには相当な容量のＲＯ
Ｍが必要となるため、コスト的に大きな負担となる。ＲＯＭの容量を小さくするためには
、例えば参照する階調や書き込みライン位置を非線形量子化する方法がある。これは、補
正量の変化が少ない階調やライン位置では、階調やライン位置を大きく間引きして保存し
、補正量の変化が大きい階調やライン位置では、階調やライン位置の間引きを小さくして
保存し、間引きされた間は、線形補間を行う方法である。このような方法を用いることに
より、ＲＯＭデータを小さくすることができる。また、上記のようなＲＯＭを使わず、液
晶応答を関数で近似することにより、この近似関数より補正量を決定する方法も考えられ
る。これは、例えば液晶応答をＥｘｐｏｎｅｎｔｉａｌ近似し、書き込みライン位置に応
じたバックライト部の発光期間に対して積分を行うことにより、液晶の透過率を予測し、
補正量を算出する方法である。この方法を行うことによりＲＯＭデータは不要となる。
【００４８】
また、バックライトの点滅方法として、本実施形態では、光源そのものを点滅する方法に
ついて示したが、液晶パネルと全面一括常灯の光源との間に配置したシャッタ素子により
、前記光源からの光を間欠的に透過させるようにしてもよい。例えば、図２と同等部分を
同一符号で示す図７のように、液晶パネル１１０と導光体１４２との間にシャッタ素子と
しての液晶シャッタ１４３を設置し、階調レベル補正部１６０から供給される液晶シャッ
タ駆動信号により、液晶シャッタ１４３からの光の透過、非透過を制御することによって
も、上記実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００４９】
以上のように実施形態１では、バックライト点滅方式によりインパルス型表示を行う液晶
表示装置において、応答速度が比較的遅い液晶材料を用いた場合でも、走査時間を短くし
たり、発光期間を短くすることなしに、液晶応答が遅いことによる二重像の発生を防止す
ることができる。したがって、本実施形態を適用したバックライト点滅方式による画像表
示では、走査時間を短くするために走査線駆動回路の駆動周波数を上げて回路負担を増大
させたり、また発光期間を短くするために表示輝度を低下させたりすることなしに、二重
画像による画質劣化のない切れのある動画表示を行うことができる。
【００５０】
［実施形態２］
次に、実施形態２として、バックライト部を分割発光可能な構成とした場合について説明
する。
【００５１】
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図８は、実施形態２に係わる液晶表示装置の回路構成図である。この液晶表示装置２００
では、バックライト部が４分割されている。それ以外の構成は図２と同じであり、図２と
同等部分を同一符号で表している。以下、共通部分の説明を省略し、相違点についてのみ
説明する。なお、以下の説明では、バックライト部２１０の分割された発光領域を分割発
光領域といい、この分割発光領域に対応する液晶パネル１１０の表示領域を分割画面領域
という。
【００５２】
バックライト部２１０は、水平ストライプ状に４つの領域に分割されており、各分割発光
領域は、光源ランプ２２１，２２２，２２３，２２４と、導光体２３１，２３２，２３３
，２３４により構成されている。各分割発光領域は、液晶パネル１１０への書き込み順に
発光するように制御されている。例えば、解像度がＶＧＡの画面では走査線数が４８０本
となり、液晶パネル１１０の各分割画面領域に対応する最下ラインはそれぞれ１２０×ｎ
（ｎは１～４の整数）目となるため、各分割画面領域は１２０×ｎ目の最下ラインへの書
き込みが終了した後、液晶応答時間を経て発光する。図９は、液晶パネル１１０への映像
信号の書き込みとバックライト部２１０の発光タイミングの関係を示すタイムチャートで
ある。実施形態１のような全面で発光するバックライト部１４０では、図４に示したよう
に表示デューティ５０％の場合、１／２４０ｓｅｃ．で映像信号を書き込み後、さらに１
／２４０ｓｅｃ．の液晶応答期間後にバックライト部１４０が発光する。これに対して実
施形態２のように分割発光するバックライト部２１０を用いた場合は、液晶パネル１１０
への映像信号の書き込みを１フレーム期間とることができるため、走査時間を短くする必
要がなく、走査線駆動回路の駆動周波数を下げることができる。また、液晶応答時間も図
４に比べて長くすることができる。
【００５３】
図９は、２０階調から２００階調に変化する画素への映像信号の書き込みとバックライト
部２１０の発光タイミングの関係を示している。液晶パネルに１／６０ｓｅｃ．で映像信
号を書き込み、表示デューティが５０％の場合、液晶パネル１１０の各分割画面領域に対
応する最下ラインを書き込み後、バックライト部２１０の分割発光領域が発光するまでの
期間は１／２４０ｓｅｃ．（約４．２ｍｓ）となる。一方、図１０に示すように、２０階
調から２００階調へ変化する画素の液晶応答に約６ｍｓかかるとすると、液晶パネル１１
０の各分割画面領域の画面上部約２／３の領域では液晶応答が完了した後にバックライト
部２１０の分割発光領域が発光するが、画面下部約１／３の画面領域（図中Ｄの範囲で示
す領域）では、液晶応答が完了する前にバックライト部２１０の分割発光領域が発光する
ことになる。そのため、図１１に示すように、２０階調の背景に対して２００階調の箱形
画像が矢印方向に横スクロールしているような表示画像の場合、液晶パネル１１０の各分
割画面領域における左側下部約１／３の領域Ｅでは、１フレームのストロール分に相当す
る範囲Ｃにおいて、その他の２００階調の領域に比べて表示輝度が低くなり、観察者には
箱形画像の左側に二重像が縞状に知覚されることになる。これを防止するために、実施形
態１と同様に、ｎフレーム目の映像信号の画像、フレームメモリ１５０により１フレーム
期間保持されたｎ－１フレーム目の映像信号の画像、及び液晶パネル１１０への書き込み
ライン位置に基づいて、ｎフレーム目の映像信号のうち、液晶応答時刻がバックライト部
２１０の各分割発光領域の発光タイミングより遅くなる画素を抽出し、この応答未達画素
の１フレーム期間における表示輝度の合計が本来の表示輝度の合計と等しくなるように階
調レベルを補正する。階調レベルを補正する手法は実施形態１と同じである。
【００５４】
このように、応答未達画素の１フレーム期間における表示輝度の合計が本来の表示輝度の
合計となるように階調レベルを補正することにより、応答速度が比較的遅い液晶材料を使
用した場合であっても、走査時間を短くたり、発光期間を短くすることなしに、液晶応答
が遅いことによる二重像の発生を防止することができる。また、本実施形態においても、
図７のように液晶パネル１１０と導光体１４２との間に液晶シャッタ１４３を設置し、液
晶シャッタ１４３の透過、非透過を分割画面領域毎に制御するようにしてもよい。このよ
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うな構成とすることによっても、同様の効果を得ることができる。その他、階調レベルを
補正する際に用いるデータやその保存形式などは実施形態１と同様の手法を適用すること
ができる。
【００５５】
以上、本発明に係わる液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法に関する実施形態につい
て説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない
範囲内において種々変形して実施することが可能である。さらに、上記実施形態には、種
々の段階の発明が含まれており、開示された構成要件を適宜組み合わせることによって種
々の発明が抽出され得る。例えば、開示された構成要件からいくつかの構成要素が削除さ
れても、所定の効果が得られるものであれば発明として抽出され得る。
【００５６】
【発明の効果】
本発明によれば、バックライト点滅方式によりインパルス型表示を行う液晶表示装置にお
いて、応答速度が比較的遅い液晶材料を用いた場合においても、発光期間を短くするため
に表示輝度を低下させたり、走査時間を短くするために走査線駆動回路の駆動周波数を大
幅に上げて回路負担を増大させたりすることなく、二重像等の画質劣化の無い切れのある
動画を観察者に提示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶応答とバックライト部の発光タイミングの関係を示すタイムチャート。（ａ
）は最上ライン。（ｂ）は従来の最下ライン。（ｃ）は実施形態１の最下ライン。
【図２】実施形態１に係わる液晶表示装置の回路構成図。
【図３】図２の部分拡大図。
【図４】液晶パネルへの映像信号の書き込みとバックライト部の発光タイミングの基本的
な関係を示す実施形態１のタイムチャート。
【図５】２０階調から２００階調に変化する画素への映像信号の書き込みとバックライト
部の発光タイミングの関係を示すタイムチャート。
【図６】２０階調の背景に対して２００階調の箱形画像が矢印方向に横スクロールしてい
る表示画像を示す模式図。
【図７】液晶パネルと導光体との間に液晶シャッタを設置した液晶表示装置の回路構成図
。
【図８】実施形態２に係わる液晶表示装置の回路構成図。
【図９】液晶パネルへの映像信号の書き込みとバックライト部の発光タイミングの関係を
示す実施形態２のタイムチャート。
【図１０】２０階調から２００階調に変化する画素への映像信号の書き込みとバックライ
ト部の発光タイミングの関係を示す実施形態２のタイムチャート。
【図１１】２０階調の背景に対して２００階調の箱形画像が矢印方向に横スクロールして
いる表示画像を示す実施形態２の模式図。
【符号の説明】
１１０…液晶パネル、１２０…走査線駆動回路、１３０…信号線駆動回路、１４０，２１
０…バックライト部、１４１，２２１～２２４…光源ランプ、１４２，２３１～２３４…
導光体、１４３…液晶シャッタ、１５０…フレームメモリ、１６０…階調レベル補正部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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